長兄 は その 翌る 日から、 庭の 草むしり を はじめた。 

私 も 手伝った。 

「わかい 頃に は、」 と 兄 は 草 をむ しりながら、 「庭に 草 

+6 おもむ 

のぼう ぼうと 生えて いるの も 趣 きがある とも 思 つ た 

もの だが、 としをとって 来る と、 一 本の 草で も 気になつ 

ていけな いご 

それで は 私な ども、 まだ これで も、 若い のであろう 

か。 草ぼう ぼうの 廃園 は、 きらいで ない。 

「しかし、 これく らいの 庭で も、」 と 兄 は、 ひとりごと 

きれい 

のように 低く 言い つづける。 「い つも 綺麗に して 置 こ 

うと 思えば、 庭師 を 一 日 も かかさず 入れて いなければ 



「複雑な 男 だからな ご 

「そうです。 わからない ところが あるんで す。 太閤 を 

軽蔑して いるよう でいながら、 思い切って 太閤から 離 

れる事 も 出来なかった というと ころに、 何 か、 濁りが 

あるよう に 思われる のです ご 

「そり や、 太閤に 魅力が あった からさ ご といつ のまに 

きげん 

やら 機嫌 を 直して、 「人間と して、 どっちが 上 か、 それ 

はわから ない。 両方が 必死に 闘った の だ。 何から 何 ま 

たいしょ げ i- ん 

で対躕 的な 存在 だからな。 一 方 は 下賤から 身 を 起して、 

人品 あがらず、 それ こそ 猿 面の 痩せた 小男で、 学問 も 

何も 無くて、 そのく せ 豪放 絢爛たる 建築 美術 を 興して 
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